
① 高温耐性QTL qHT11については、準同質遺伝子系統（NIL）等を作成し、成熟期における圃場評価によ
る高温登熟耐性を調査し、高温登熟耐性育種素材としての有用性を検討する。

② タンパク質マーカーの検討を行い、高温耐性に関する育種選抜および栽培技術開発への利用を図る。
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３ 今後の展開方向

４ 開発した技術シーズ・知見の実用化により見込まれる波及効果及び国民生活への貢献

① 水稲における水耕、土耕、固形培地を用いた高温耐性評価系を新たに構築し、インド型品種が日本型
品種より高温耐性を示すことを明らかにした。

② 新たに構築した高温耐性評価系を用いて、高温ストレス下のバイオマスを38％増加させる高温耐性に
関わる新規遺伝子領域（qHT11）を新たに検出した。

③ イネの葉の粗抽出物を用いたプロテオーム解析手法を確立し、1,000個近くのタンパク質を同定すると
ともに、高温ストレス程度の定性（量）化に利用可能な１８個のタンパク質マーカーを同定した。

④ 抗原抗体反応を用いた検出法を確立するために、ハイグロマイシン耐性遺伝子由来のタンパク質
（HPTII）を発現するイネの粗抽出液を用いて、タンパク質レベルでのマーカー検出の有用性を確認した。
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水稲において、温暖化による気温上昇によって生じる高温登熟被害ならび高温不稔を回避するよ

うな品種が一層求められる。そこで、極めて高度な高温耐性を保有する品種開発および高温ストレ

スを回避するための新たな栽培技術を開発する目的で、現在まで利用されていない高温耐性遺伝

子の探索を行うと同時に、高温ストレスを回避するための新たな系統選抜および栽培技術に利用

可能なタンパク質（ペプチド）を用いたバイオマーカー作出（ペプタイピング技術）を達成目標とする。
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【今後の開発目標】
① 2年後（2021年度）は、高温耐性QTLを保有したNILを作出し、特性調査を開始する。
② 5年後（2024年度）は、高温耐性に関与する重要遺伝子の集積系統を開発する。
③ 最終的には、極めて高温耐性に優れた水稲品種を育成する。

① 高温耐性品種および新たな栽培技術によって、温暖化にともなって生じる高温や気象変動リスクによる減
収および品質低下が回避され、約900億円程度の経済効果が期待される。また、植物に関する高温耐性メカ
ニズムの解明を通じて、他の農作物の高温耐性付与への貢献が可能となる。

② 安定した水稲生産が担保され米供給および価格の安定化につながり、安心安全な国内生産米の確保が
可能となる。加えて、農家の収入確保につながることが期待できる。
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研究終了時の達成目標

研究の主要な成果

見込まれる波及効果及び国民生活への貢献

高温耐性に関する遺伝子を探索する。また、高温ストレスを回避するための新た
な系統選抜および栽培技術に利用可能なバイオマーカーを作出する。

今後の展開方向
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高温誘導型タンパク質

このうち18個が
日本型品種で高温誘導
（インド型品種では
常時発現）されバイオマ
ーカーとして有用

高温誘導型タンパク質

④ 抗原抗体反応を用いたタンパク質検出方法

イネの葉

粗抽出物の解析
1,000個近くの
タンパク質を同定

高温ストレス下において
バイオマスが38％増加

ハイグロマイシン耐性遺伝子由来のタンパク質（HPTII）に対する抗原抗体反応検出手法の確立
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高温耐性に
関する技術開発
（品種、栽培）

農家収入の安定化

温暖化による水稲収量の減少（５％）および
1等米比率の低下による価格低下（10％）
を回避すると、それぞれ約800億円および約
100億円の経済効果が見込まれる。
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